
日本史授業プリント中世３(029) 武家政権の誕生 

 

 ☆１治承
じしょう

・寿永の内乱(源平の争乱)と鎌倉政権の成立は同時並行 
 

［１］平氏の衰退 と 鎌倉政権の発足 

２1180．３以仁王   (後白河の皇子)、平氏追討の４令旨
りょうじ

(皇太子の命令) を発する 

       ５源頼政   と共に挙兵→宇治(平等院)で敗死 

    清盛、６福原(現 神戸市)への遷都を強行 …→年末には京に戻す 

    伊豆で７源 頼朝 挙兵→８石橋山の戦で大敗→９鎌倉(頼義ゆかりの地)へ 

※鎌倉…三方を山に囲まれ７カ所の10切り通し 中央に若宮大路、北辺に11鶴岡
つるがおか

八幡宮
はちまんぐう

 

       →千葉・土肥・三浦氏など東国武士が結集→12御家人(頼朝の家人)として組織 

13富士川の戦に圧勝 →鎌倉政権14侍所  設置…御家人の統率 ※頼朝上洛せず 

15平重衡
しげひら

、南都焼討ち(東大寺も焼失)   ※木曽で16源義仲も挙兵 

1181．高倉上皇没、清盛没 →平氏の棟梁は17宗盛 後白河の復帰  

※1181～82．18養和の大飢饉（西日本)で争乱は中断 
 

［２］19源義仲  の活躍 と 鎌倉政権の公認 

 1183．義仲、20倶利加羅
く り か ら

峠(砺波山
となみやま

)の戦に圧勝  →平氏(安徳天皇を連れて)都落ち 

      →21後鳥羽天皇即位、22後白河院が実権を握る 

      義仲入京(翌年に征夷大将軍) →徐々に人望を失う→後白河は頼朝に期待 

鎌倉政権 1183．後白河、23頼朝の東国支配権を承認(寿永二年十月宣旨
せんじ

) 

            …頼朝は流人身分から脱却 鎌倉政権が公認される 
 

［３］24源義経  の活躍 と 鎌倉政権の基礎確立 

 1184．頼朝、25源義経・26範頼
のりより

らを派遣→義仲を倒す→入京、院の信任→平氏追討へ     

    →27一の谷の戦(例：『 鵯 越
ひよどりごえ

の逆落
さかおと

し』、熊谷直実と平敦盛)に勝利 

 鎌倉政権 1184．28公文所   (財政・一般政務)・29問注所   (訴訟事務)設置 

 301185．31屋島の戦(｢那須与一
なすのよいち

の『扇の的』」)→32壇の浦の戦→平家滅亡(安徳も入水) 
 

［４］頼朝・義経の対立 と 鎌倉政権の全国進出 

 1185．後白河院、(義経に対して)33頼朝追討の院宣→義経敗走…奥州へ潜伏(34藤原秀衡が保護) 

   →後白河院、(頼朝に対して)35義経追討の院宣 

 鎌倉政権 361185．37守護  ・38地頭  設置…39大江広元(公文所別当)の建言 

  初期には｢惣追捕使｣｢国地頭｣とも呼ばれた 

       京に40京都守護、九州に41鎮西奉行   を設置 

          ※朝廷内に42議奏公卿
ぎそうくぎょう

を設置…43藤原(九条)兼実    (日記「44玉葉
ぎょくよう

」)ら親幕府派 

３年   組   番            . 



(1)富士川 (2)倶利伽羅峠 

(4)屋島 

(5)壇の浦 

(6)衣川 

［５］奥州藤原氏滅亡 と 鎌倉政権の奥州制圧 

 1189．藤原秀衡没→その子45泰衡  、義経を殺害 →頼朝、46奥州藤原氏を滅亡(47奥州合戦) 

 鎌倉政権 1189．48奥州総奉行    設置 

［６］鎌倉政権の確立 ☆頼朝、49九条兼実(1186年摂政→1191年関白)らと協力 

  鎌倉政権 501190．頼朝上洛、51右大将  (52右近衛大将)就任→すぐ辞任、鎌倉へ帰還 

       1191．公文所を53政所  と改称         ※1185年説あり 

       541192  ．後白河院没→頼朝 55征夷大将軍に…鎌倉幕府の確立 
 

※ 鎌倉幕府の成立には諸説あり 

  <例>1183年の東国支配権獲得    …政権の公認(正当化) 

1185年の諸国への守護・地頭設置…支配の拡大 

1190年の右近衛大将就任    …(常設)武官の最高位 ※近衛大将の居館を｢幕府｣と呼ぶ 

1192年の征夷大将軍就任    …(臨時も含めた)武官の最高職。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

時代順問題練習 <近畿大学2012.2.11.より>   

Ⅰ②倶利伽羅峠の戦い   Ⅱ①富士川の戦い   Ⅲ④屋島の戦い   Ⅳ③一の谷の戦い 

(3)一の谷 
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